
　問題　四角形の内部に点をとり，線分，，，上にそれぞれ点，，

　　　，をとる。直線との交点を，との交点を，との交点を

　　　，との交点をとする。点，，が同一直線上にあるならば，点も

　　　上にあることを示せ。
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　解　上の図の配置について示す。

　　，，，，，，，とおく。

　　と直線についてメネラウスの定理を用いると

　　　　　　



･
 


･

 
　から　

 


･

 


 


　　　　　　


    

   
　よって　



    

 
　　　……①

　　　　　　また　




 


    
 

    
 

　……①

　　，，についても同様にして
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　　直線，の交点をとする。，，が上あるならば，とについて
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　　が成り立つ。ここで　
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　　⑥，⑦，⑧を⑤に代入して整理すると
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　　①，③を用いると
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　　最後にとについて
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　したがって⑨が成り立つ。

　　すなわち，点は上にある。


